
Title 魏宏運「華北抗日根拠地における経済繁栄の道」

Author(s) 田中, 仁; 深尾, 葉子

Citation 立命館法学. 1986, 182, p. 168-182

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/76718

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



【
解
説
】
こ
こ
に
訳
出
し
た
魏
宏
運
論
文
は
、
末
尾
に
も
記
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
一
九
八
四
年
八
月
、
南
開
大
学
主
催
に
よ
る
「
中
国
抗
日
根
拠

地
の
歴
史
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
の
報
告
を
文
章
化
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
二
つ
の
点
で
今
日
の
中
国
に
お
け
る
新
し
い
研
究
動
向
を

反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

―
つ
は
、

「
抗
日
戦
争
期
」
（
中
国
の
通
説
で
は
一
九
一
二
七
年
2
四
五

年
）
の
抗
日
民
主
根
拠
地
に
お
け
る
財
政
経
済
政
策
と
そ
の
社
会
的
基
盤

を
解
明
す
る
と
い
う
問
題
意
識
で
、
従
来
の
軍
事
的
・
政
治
的
分
析
の
枠

組
と
な
ら
ん
で
、
最
近
と
く
に
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
分
野
で
あ
る
。
こ
う

し
た
抗
日
期
の
戦
争
を
支
え
た
社
会
経
済
的
基
盤
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

魏
立
命
館
法
学

『
南
開
学
報
』

一
九
八
五
年
四
号

が
可
能
と
な
っ
た
の
は
、
各
地
域
で
抗
日
民
主
根
拠
地
（
辺
区
）
の
財
政

経
済
政
策
史
料
が
、
体
系
的
に
編
集
さ
れ
始
め
た
こ
と
に
あ
り
、
魏
宏
運

教
授
自
身
も
、
『
抗
日
戦
争
時
期
晋
察
翼
辺
区
財
政
経
済
史
資
料
選
編
』

（
第
一
集

2
四
集
、
南
開
大
学
出
版
社
）
を
主
編
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

他
に
も
、
『
抗
日
戦
争
時
期
映
甘
寧
辺
区
財
政
経
済
史
料
摘
編
』
全
九
編

（
九
冊
）
（
映
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）
や
、
『
晋
察
翼
抗
日
根

拠
地
史
料
選
編
』
上
・
下
（
河
北
人
民
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）
な
ど
が

あ
り
、
今
後
各
地
で
同
様
の
史
料
集
が
出
版
さ
れ
て
ゆ
く
も
の
と
思
わ
れ

る
。
と
す
る
な
ら
、
こ
れ
ら
根
本
史
料
に
も
と
づ
い
て
、
抗
日
根
拠
地
が

な
ぜ
か
く
も
長
期
に
わ
た
っ
て
維
持
さ
れ
た
の
か
と
い
う
、
最
も
単
純
で

一
九
八
四
年
第
六
期
所
収

宏
運
華
北
抗
日
根
拠
地
に
お
け
る
経
済
繁
栄
ヘ

（
論
華
北
抗
日
根
拠
地
繁
栄
経
済
的
道
路
）

中

国

現

代

史

研

究

会

誠

監

訳

池

の
道

田
五
六
四
（
一
六
八
）



華
北
抗
日
根
拠
地
に
お
け
る
経
済
繁
栄
へ
の
道
（
池
田
）

策
体
系
を
「
延
安
の
道
」
と
し
て
規
定
し
て
い
た
こ
と
や

は
あ
る
が
本
質
的
な
問
題
の
分
析
が
中
国
各
地
域
ご
と
に
可
能
と
な
り

（
た
と
え
ば
、
農
業
生
産
を
め
ぐ
っ
て
は
、
張
水
良
『
抗
日
戦
争
時
期
中

国
解
放
区
農
業
大
生
産
運
動
』
福
建
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
年
が
出
さ

れ
て
い
る
）
、
か
つ
そ
の
実
証
を
ふ
ま
え
て
、
今
ま
で
以
上
に
抗
日
期
の

中
国
社
会
の
全
体
像
を
豊
富
に
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
本
論
文
の
特
徴
の
第

ー
は
、
こ
の
点
に
か
か
わ
っ
て
お
り
、
主
と
し
て
晋
察
翼
辺
区
に
お
け
る

「
生
産
・
流
通
（
市
場
・
対
外
交
易
）
•
金
融
物
価
」
と
い
う
、
従
来
あ

ま
り
取
り
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
問
題
群
の
総
合
的
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

二
つ
は
、
現
代
中
国
の
歴
史
意
識
の
転
換
を
特
徴
づ
け
る
「
経
済
建
設
」

の
重
視
と
い
う
論
点
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今

日
に
あ
っ
て
、
全
歴
史
過
程
の
分
析
に
影
誓
を
与
え
て
い
る
が
、
と
り
わ

け
抗
日
期
の
そ
れ
は
、
戦
争
状
態
の
も
と
で
の
経
済
建
設
と
い
う
特
殊
性

を
含
み
つ
つ
、
中
国
革
命
論
の
重
要
な
一
環
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
の

普
遍
的
性
格
を
解
明
す
る
う
え
で
、
き
わ
め
て
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
意
義
を

附
与
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
で
魏
宏
運
論
文
は
明
示
的
に
は
述
べ
て
い
な

い
が
、
中
国
革
命
論
に
お
け
る
新
民
主
主
義
経
済
セ
ク
タ
ー
形
成
の
も
っ

意
味
を
明
確
に
す
る
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

す
で
に
早
く
、

M
・
セ
ル
デ
ン
が
中
国
革
命
論
に
お
け
る
社
会
・
経
済
政

(
T
h
e
 Y
e
n
 ,
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九
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邦
訳
『
延
安
革
命
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
六
年
）
、

P
・
シ
ュ
ラ
ン
の
「
ゲ

リ
ラ
経
済
」
論

(P.
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c
h
r
a
n
,
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な
ど
の
議
論
と
の
対
話
が
不
可
欠
だ
か

ら
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
今
後
、
こ
れ
ら
の
理
論
分
析
に
か
か
わ
る
問
題
群

へ
の
接
近
が
蓄
積
さ
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
本
論
文
の
第
二
の
特
徴
は
、

こ
う
し
た
課
題
へ
の
水
路
を
切
り
拓
い
た
点
に
あ
る
と
と
ら
え
ら
れ
よ
う
。

魏
宏
運
教
授
は
、
一
九
二
六
年
生
れ
、
南
開
大
学
歴
史
系
を
卒
業
。
現

在
、
南
開
大
学
教
授
、
南
開
大
学
歴
史
系
現
代
史
教
研
室
主
任
で
あ
り
、

ま
た
中
華
人
民
共
和
国
国
務
院
学
位
評
定
委
員
会
委
員
で
も
あ
る
。

（
池
田
誠
、
西
村
成
雄
）



〔

1
〕

抗
日
戦
争
期
に
、
中
国
共
産
党
は
相
前
後
し
て
華
北
に
晋
察
翼
、
晋
翼

〔

2
〕

〔

3
〕

〔

4
〕

魯
豫
、
晋
絞
、
山
東
な
ど
の
敵
後
方
根
拠
地
を
建
設
し
た
。
こ
れ
ら
の
根

地
拠
が
存
在
し
、
成
長
し
得
た
の
は
、
日
軍
事
上
の
勝
利
、
⇔
政
治
上
の

進
歩
、
国
経
済
面
の
成
果
、
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
経
済
建
設
は
戦
争

を
遂
行
す
る
う
え
で
の
物
質
的
保
証
で
あ
り
、
も
し
経
済
の
発
展
や
財
貨

の
創
出
、
人
民
の
生
活
の
改
善
が
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
、
抗
日
戦
争
の
勝

利
は
不
可
能
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
各
根
拠
地
は
そ
れ
ぞ
れ
、
農
村
経
済
を

発
展
さ
せ
、
人
民
の
生
産
を
高
め
、
社
会
的
な
富
を
増
や
す
と
い
う
経
済

建
設
の
方
針
を
明
確
に
う
ち
だ
し
た
。

当
時
中
国
農
村
経
済
は
非
常
に
立
ち
遅
れ
て
お
り
、
自
給
自
足
の
小
農

経
済
が
支
配
的
地
位
を
占
め
、
近
代
的
な
生
産
手
段
は
な
か
っ
た
。
抗
日

根
拠
地
の
経
済
は
こ
の
よ
う
な
小
農
経
済
を
某
礎
に
樹
立
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
こ
の
小
農
経
済
は
日
本
の
中
国
侵
略
戦
争
に
お
い
て
著
し

く
破
壊
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
土
地
は
踏
み
に
じ
ら
れ
、
耕
牛
や
農
具
は
取

り
あ
げ
ら
れ
、
人
び
と
は
流
民
と
な
っ
て
生
活
の
場
を
失
な
っ
た
。
「
太

華
北
抗
日
根
拠
地
に
お
け
る
経
済
繁
栄
へ
の
道

立
命
館
法
学

一
九
八
五
年
四
号

魏

宏

運

ム
ー

行
に
お
い
て
は
、
抗
戦
以
前
、
耕
地
は
耕
作
者
一
人
当
り
―

1
0畝
で
あ
っ

た
が
、
現
在
で
は
一
―

-0な
い
し
四

0
畝
と
な
り
、
翼
南
に
お
い
て
は
、
抗

戦
以
前
は
耕
牛
が
耕
地
四
〇
畝
あ
た
り
平
均
耕
牛
一
頭
で
あ
っ
た
が
、
現

(
5
)
 

在
は
耕
地
百
畝
あ
た
り
平
均
一
頭
と
な
っ
た
」
。
豊
か
な
農
民
は
す
で
に

破
産
し
、
貧
し
い
も
の
は
い
っ
そ
う
苦
し
く
、
人
び
と
の
生
活
は
最
低
水

準
に
落
ち
て
、
絶
望
的
な
状
態
に
お
か
れ
て
い
た
。

中
国
共
産
党
員
は
歴
史
の
与
え
た
使
命
を
負
い
、
自
己
の
お
か
れ
た
困

難
な
環
境
を
真
正
面
か
ら
と
ら
え
、
反
侵
略
戦
争
の
も
と
で
、
戦
争
と
建

設
と
を
同
時
に
行
な
う
決
意
を
し
、
国
民
の
財
貨
を
増
加
、
蓄
積
し
、
根

拠
地
を
繁
栄
富
裕
へ
と
導
び
い
た
。
華
北
抗
日
根
拠
地
は
こ
れ
ら
の
点
で

顕
著
な
成
績
を
お
さ
め
、
豊
富
な
経
験
を
提
供
し
た
。

一
、
生
産
を
高
め
、
農
業
を
主
体
と
し
、
多
種
多
様
な
経
済
を

重
視
す
る
こ
と

生
産
を
発
展
さ
せ
、
農
業
を
主
体
と
し
、
多
種
多
様
な
経
済
を
重
視
す

る
こ
と
は
、
華
北
の
各
抗
日
根
拠
地
に
お
け
る
、
経
済
発
展
の
た
め
の
基

本
方
針
で
あ
っ
た
。
農
業
を
主
体
と
す
る
と
い
う
の
は
、
辺
区
の
人
口
の

九
八
％
前
後
が
農
業
人
口
で
、
エ
商
業
人
口
の
占
め
る
割
合
が
一
：
―
-
％

で
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
農
業
が
農
民
生
活
の
源
泉
で
あ
り
、
辺
区
経
済
の

支
柱
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
多
種
多
様
な
経
済
を
発
展
さ
せ
る
と
い
う

の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
状
況
に
あ
わ
せ
て
十
分
に
土
地
を
利
用
し
、

五
六
六
（
一
七

0)



華
北
抗
日
根
拠
地
に
お
け
る
経
済
繁
栄
へ
の
道
（
池
田
）

農
業
・
林
業
・
牧
畜
業
や
養
殖
業
を
す
べ
て
発
展
さ
せ
、
広
範
に
財
源
を

獲
得
す
る
た
め
で
あ
る
。
各
抗
日
根
拠
地
の
民
主
政
府
は
生
産
を
回
復
・

発
展
さ
せ
、
ま
た
積
極
的
に
種
々
の
条
件
を
創
り
だ
す
た
め
に
、
新
民
主

主
義
の
政
治
を
行
な
い
、
各
階
層
の
人
民
の
民
主
的
権
利
を
確
実
に
保
証

し
た
ほ
か
、
減
租
減
息
運
動
を
展
開
し
、
高
利
貸
と
苛
捐
雑
税
を
廃
止
し

た
。
晋
察
翼
辺
区
の
公
布
し
た
減
租
減
息
令
は
、
小
作
料
を
一
律
二
五
％

減
ず
る
こ
と
、
利
息
は
一
％
を
超
え
な
い
こ
と
を
明
確
に
規
定
し
た
。
こ

れ
ら
の
措
置
は
、
古
い
生
産
関
係
を
調
整
し
、
農
民
が
新
し
い
思
想
や
思

潮
を
受
け
入
れ
る
よ
う
推
し
進
め
、
生
産
に
対
す
る
彼
ら
の
積
極
性
を
大

き
く
高
め
た
。
こ
の
ほ
か
根
拠
地
の
指
導
者
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

経
済
地
理
を
熟
知
し
て
い
た
。
彼
ら
は
、
客
観
的
法
則
を
尊
重
し
、
弊
害

を
除
去
す
る
と
同
時
に
、
水
路
の
開
発
・
開
墾
の
奨
励
．
旱
地
の
水
田
へ

の
転
換
・
優
良
品
種
と
新
技
術
の
普
及
•
生
産
奨
励
の
た
め
の
各
種
の
方

法
の
設
定
、
と
い
っ
た
事
業
を
積
極
的
に
行
な
っ
た
。
晋
綬
辺
区
で
は
新

し
く
耕
地
を
開
墾
し
た
者
に
は
、
農
業
税
を
三
年
、
小
作
料
を
五
年
免
除

し
、
荒
れ
果
て
た
耕
地
を
回
復
し
た
者
に
は
、
農
業
税
を
一
年
、
小
作
料

茎
一
年
免
除
す
る
こ
と
、
ま
た
河
川
敷
を
開
墾
し
た
者
に
は
農
業
税
を
五

年
、
小
作
料
を
五
年
か
ら
二

0
年
免
除
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
。
こ
の
こ

と
も
ま
た
、
耕
地
の
開
発
を
奨
励
す
る
役
割
を
果
し
た
。

農
業
生
産
に
お
い
て
は
、
穀
物
と
綿
花
が
甚
本
作
物
で
あ
っ
た
が
、
な

五
六
七

か
で
も
穀
物
は
、
生
活
し
て
ゆ
く
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で

あ
る
た
め
、
各
根
拠
地
は
重
点
的
に
生
産
を
組
織
し
、
穀
物
の
生
産
を
指

導
し
、
一
畝
当
り
の
生
産
高
を
高
め
た
。
浮
泥
河
の
両
岸
は
、
稲
作
地
域

で
、
太
行
地
区
は
土
地
は
や
せ
て
人
び
と
は
貧
し
く
、
石
が
多
く
て
土
が

少
な
い
が
、
太
岳
で
は
、
多
く
の
土
地
で
粟
・
小
麦
・
と
う
も
ろ
こ
し
等

を
盛
ん
に
生
産
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
生
産
は
い
ず
れ
も
発
展
し

た
。
根
拠
地
で
は
、
何
を
作
付
す
る
か
は
自
然
条
件
と
必
要
に
応
じ
て
決

め
ら
れ
た
。
「
太
行
・
太
岳
の
将
来
の
農
業
の
方
向
は
造
林
と
牧
畜
を
大

い
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
現
在
は
、
や
は
り
重
点
を
穀
物
の
増

(
6
)
 

産
に
置
き
」
、
「
適
宜
綿
花
や
麻
を
植
え
る
べ
き
で
あ
る
」
。
晋
綬
辺
区
で

は
綿
花
お
よ
び
麻
を
植
え
る
こ
と
を
奨
励
し
た
。
綿
花
は
戦
略
的
な
物
資

で
あ
り
、
あ
る
地
域
で
は
栽
培
を
奨
励
さ
れ
、
ま
た
あ
る
地
城
で
は
制
限

さ
れ
て
い
る
。
山
東
・
山
西
、
と
く
に
河
北
で
は
、
気
候
・
雨
産
と
も
に

ム
ー

綿
作
に
適
し
て
お
り
、
一
畝
当
り
の
生
産
産
が
高
く
、
品
質
も
優
れ
て
い

た
の
で
、
抗
日
戦
争
前
、
日
本
は
痰
東
〔
河
北
省
東
部
〕
の
殷
汝
耕
愧
儡

政
権
、
翼
察
〔
河
北
・
チ
ャ
ハ
ル
〕
政
務
委
員
会
、
山
東
建
設
庁
な
ど
を

通
じ
て
、
強
制
的
に
綿
の
作
付
面
稿
を
増
加
さ
せ
、
そ
こ
か
ら
掠
奪
と
強

制
調
達
を
行
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
穀
物
耕
作
地
が
無
理
や
り
綿

作
地
に
変
え
ら
れ
、
痰
中
〔
河
北
省
中
部
〕
と
粟
南
〔
河
北
省
南
部
〕
は

日
本
向
け
の
綿
花
供
給
の
重
要
な
地
域
と
な
り
、
ま
た
穀
物
は
多
く
外
か

（
一
七
一
）



表ー1
ムー

綿田面積（単位：千畝）
区域

1939年度 1940年度(+)(-)百分率

河北 4,039 2,380 (-) 41.1 

山東I2,755 880 (-) 68.1 

山西 678 404 (-) 40.5 

出所：鄭伯彬『倫陥区における敵の経済的掠奪』第

45頁国民図書出版社
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抗
戦
開
始
後
、
民
主
政
府

は
、
「
穀
物
を
多
く
植
え
、

綿
花
を
少
な
く
植
え
る
」
よ

う
呼
び
か
け
、
敵
の
掠
奪
に

打
撃
を
与
え
よ
う
と
し
た
。

遊
撃
隊
は
こ
の
政
策
を
励
行

し
、
そ
の
結
果
、
綿
作
地
は

大
い
に
減
少
し
た
。
こ
の
こ

と
は
表
ー
1
か
ら
読
み
と
る

こ
と
が
で
き
る
。
翼
中
で
は
、

「
と
う
も
ろ
こ
し
や
コ
ウ
リ
ャ
ン
（
高
梁
）
は
大
幅
に
増
え
、
綿
作
地
は

(
7
)
 

耕
地
の
十
分
の
一
を
占
め
る
の
み
と
な
っ
た
」
と
い
う
。
穀
物
生
産
を
増

や
す
た
め
に
、
彼
ら
は
技
術
を
向
上
さ
せ
、
優
良
品
種
を
普
及
さ
せ
た
。

当
時
普
及
し
つ
つ
あ
っ
た
も
の
に
は
「
ア
メ
リ
カ
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
ク
イ
ン

と
う
も
ろ
こ
し
（
美
国
金
皇
后
玉
菱
）
」
や
「
開
封
―
二
四
号
小
麦
」
「
太

谷
一
六
九
号
小
麦
」
な
ど
が
あ
っ
た
。

根
拠
地
の
指
導
者
は
農
業
の
発
展
に
力
を
入
れ
る
に
当
っ
て
、
造
林
・

牧
畜
・
養
殖
・
醸
造
な
ど
も
提
唱
し
た
が
、
こ
れ
ら
も
ま
た
、
経
済
力
を

ら
移
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

こ。t
 

伸
ば
し
、
幾
民
を
豊
か
に
さ
せ
る
重
要
な
方
法
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

山
岳
地
域
で
は
林
業
は
も
と
も
と
人
び
と
の
生
計
の
源
で
あ
り
、
邪
台
・

沙
河
・
武
郷
で
は
、
桐
柏
〔
プ
ラ
タ
ナ
ス
〕
．
楊
柳
〔
し
だ
れ
や
な
ぎ
〕

を
産
し
、
沙
河
で
は
柏
〔
こ
の
て
が
し
わ
〕
の
木
が
比
較
的
は
や
く
成
長

す
る
。
ま
た
左
権
・
泌
源
・
和
順
で
は
松
と
柏
を
産
し
、
渉
県
の
馬
布
山

と
泌
県
は
松
が
有
名
で
あ
り
、
抗
日
戦
争
前
は
華
北
の
各
大
都
市
に
ま
で

売
ら
れ
て
い
た
。
戦
争
が
始
ま
る
と
‘
―
つ
に
は
敵
の
破
壊
に
よ
り
、
も

ぅ
―
つ
に
は
石
炭
の
不
足
に
よ
っ
て
、
自
ら
木
材
を
き
り
だ
し
て
燃
料
と

し
て
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
例
え
ば
北
岳
区
に
は
七
十
余
り

の
小
坑
が
あ
り
、
そ
こ
で
の
一
日
の
石
炭
産
呈
は
八

0
万
斤
で
あ
る
が
、

「
北
岳
区
全
体
で
一
日
最
低
三
百
万
斤
の
需
要
が
あ
る
た
め
、
供
給
は
多

く
て
も
一
二
分
の
一
に
し
か
達
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
各
地
で
木
材
が
燃

料
と
さ
れ
、
多
く
の
樹
木
が
伐
採
さ
れ
、
気
候
や
雨
益
の
調
整
機
能
に
大

(
8
)
 

き
く
影
響
し
た
」
。
邪
台
の
香
炉
塞
の
原
始
林
は
こ
の
時
に
破
壊
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
抗
日
民
主
政
府
は
、
「
山
林
の
伐
採
は
時
期
を
限

(
9
)
 

っ
て
行
な
う
」
と
い
う
措
置
を
と
り
、
樹
木
の
不
法
な
破
壊
を
禁
止
し
た
。

太
行
の
当
局
は
、
「
荒
地
を
開
墾
す
る
の
に
、
山
の
斜
面
や
野
生
の
樹
木

を
切
り
倒
し
て
は
な
ら
な
い
。
和
順
山
を
開
拓
し
て
、
森
林
や
穀
倉
地
を

(10) 

破
壊
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
ひ
き
あ
わ
な
い
」
と
明
確
に
指
摘
し
て
い
る
。

晋
察
翼
辺
区
は
、
「
お
よ
そ
五

0
度
以
上
の
山
の
斜
面
は
（
以
後
三

0
度

五
六
八
（
一
七
二
）



華
北
抗
日
根
拠
地
に
お
け
る
経
済
繁
栄
へ
の
道
（
池
田
）

(11) 

に
改
め
た
）
開
墾
し
て
は
な
ら
ず
、
造
林
の
み
を
許
す
」
と
規
定
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
認
識
と
方
法
は
貴
重
で
あ
る
。
山
林
を
ひ
ど
く
破
壊
す
れ

ば
、
や
が
て
は
自
分
自
身
の
首
を
し
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
い
っ
た
長

期
的
見
地
に
立
っ
て
、
彼
ら
は
子
孫
後
世
の
幸
福
の
た
め
に
、
「
植
樹
造

(12) 

林
し
、
森
林
や
山
を
守
り
、
苗
床
を
発
展
さ
せ
よ
う
」
と
積
極
的
に
提
唱

し
て
い
る
。

恒
山
か
ら
太
行
山
に
到
る
地
域
は
、
放
牧
場
が
広
範
に
広
が
っ
て
お
り
、

谷
あ
い
や
山
の
斜
面
で
は
適
宜
放
牧
が
な
さ
れ
て
い
る
。
毛
皮
の
生
産
は

甚
だ
豊
富
で
、
抗
日
民
主
政
府
は
情
勢
に
も
と
づ
い
て
、
そ
の
発
展
方
向

に
誘
導
し
、
ま
た
牧
畜
業
を
も
奨
励
し
た
。

根
拠
地
の
農
村
経
済
活
性
化
の
も
う
―
つ
の
経
験
は
、
農
業
の
発
展
を

手
工
業
・
家
庭
副
業
の
発
展
と
結
び
つ
け
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
農
民
が
そ

の
他
の
副
業
生
産
に
従
事
す
る
の
は
、
現
実
の
生
活
の
う
え
で
必
要
な
こ

と
で
あ
り
、
よ
り
多
く
の
収
入
が
得
ら
れ
、
根
拠
地
に
よ
り
多
く
の
物
資

と
富
を
も
た
ら
す
。
ま
た
、
敵
の
占
領
区
へ
の
経
済
的
依
存
度
を
減
少
さ

せ
る
か
、
な
く
す
こ
と
が
で
き
、
自
給
自
足
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
副
業
と
の
結
合
を
軽
視
し
、
土
地
が
少
な
く
人
が
多
い
こ

と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
余
剰
労
働
力
を
土
地
に
縛
り
つ
け
て
お
く
ば

か
り
で
は
、
社
会
の
富
の
創
造
を
低
下
さ
せ
る
の
み
で
、
人
民
に
と
っ
て

不
利
で
あ
る
。
各
根
拠
地
は
、
数
年
に
わ
た
る
模
索
を
経
て
、
抗
日
戦
争

五
六
九
（
一
七
三
）

後
期
に
至
り
、
こ
の
問
題
を
深
く
認
識
し
て
大
い
に
家
庭
副
業
を
提
唱
し
、

積
極
的
に
人
民
を
組
織
し
て
紡
織
・
養
蚕
・
製
塩
・
草
帽
製
造
・
山
菜
や

薬
草
の
採
集
な
ど
に
従
事
さ
せ
、
た
と
え
ば
紡
織
・
製
紙
・
製
革
・
搾
油

•
水
磨
〔
水
力
で
臼
を
ひ
く
こ
と
〕
•
石
瞼
の
製
造
・
製
磁
な
ど
の
各
種

の
生
産
合
作
社
お
よ
び
手
工
業
工
場
を
つ
く
り
あ
げ
た
。

以
降
、
手
工
業
は
比
較
的
良
く
発
展
し
、

「
一
九
四
一
年

一
部
の
地
域
で
は
太
行
区
の
紡

(13) 

織
・
搾
油
の
よ
う
に
戦
前
の
レ
ヴ
ェ
ル
を
超
え
た
も
の
も
あ
っ
た
」
。
な

ブ
ー
ム

か
で
も
綿
紡
織
業
の
発
展
は
最
も
顕
著
で
、

11
紡
織
熱
“
は
敵
後
方
根
拠

地
に
広
く
ゆ
き
わ
た
っ
た
。
「
易
県
・
龍
華
・
満
城
・
徐
定
・
曲
陽
・
唐

県
・
阜
平
・
雲
彪
•
平
山
・
霊
寿
・
行
唐
等
―
二
県
の
不
完
全
な
統
計
に

よ
れ
ば
、
紡
織
に
従
事
す
る
女
子
は
一
二
八
、
九
八
三
名
も
の
人
数
に
達
し
、

そ
の
う
ち
―

0
県
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
糸
車
は
一
＝

0
、
-
―
-
四
五
台
あ
っ

(14) 

た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
阜
乎
、
沫
原
と
平
西
地
区
に
は
も
と
も
と
紡
織
の

基
盤
は
な
か
っ
た
が
、
や
は
り
、
こ
の
時
11
紡
織
熱
“
に
ま
き
こ
ま
れ
た

と
い
え
る
。
太
行
区
の
多
く
の
村
や
県
で
も
紡
織
生
産
が
展
開
さ
れ
、
紡

織
公
司
を
組
織
し
た
。
華
北
の
各
根
拠
地
で
は
一
般
に
副
業
収
入
が
全
体

収
入
の
三

0
％
を
占
め
、
一
部
の
地
域
で
は
殷
業
収
入
を
超
え
る
と
こ
ろ

も
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
四
三
年

ま
で
、
各
根
拠
地
は
農
業
的
手
工
業
と
家
庭
副
業
に
よ
っ
て
活
発
に
な
り
、



か
つ
て
な
い
局
面
を
生
み
出
し
た
。
財
貨
の
増
加
は
貧
し
い
者
を
豊
か
に

し
、
豊
か
な
者
を
よ
り
一
層
豊
か
に
し
た
。

根
拠
地
に
お
い
て
、
様
々
な
業
種
が
盛
ん
に
な
り
、
財
貨
を
増
や
し
て

蓄
積
し
、
抗
日
戦
争
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
広
範
な
軍
民
の
偉

大
な
難
難
辛
苦
と
努
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
歴
史
を
創
造
し
よ
う
と
す

る
人
び
と
が
長
期
的
展
望
を
持
ち
、
客
観
的
法
則
を
尊
重
し
、
勇
気
を
持

っ
て
大
自
然
か
ら
財
物
を
求
め
よ
う
と
し
た
こ
と
に
よ
る
。
彼
ら
の
業
綬

は
永
遠
に
史
実
と
し
て
残
る
で
あ
ろ
う
。

二
、
市
場
を
繁
栄
さ
せ
、
対
外
交
易
を
活
発
に
す
る
こ
と

市
場
は
経
済
生
活
に
お
い
て
不
可
欠
で
あ
り
、
市
場
が
な
け
れ
ば
物
資

は
循
環
せ
ず
、
金
融
が
活
発
に
行
な
わ
れ
な
く
な
り
、
不
景
気
が
必
然
的

に
発
生
す
る
。
各
根
拠
地
は
、
市
場
の
繁
栄
を
経
済
の
発
展
の
重
要
部
分

で
あ
る
と
し
て
、
数
年
に
わ
た
る
紆
余
曲
折
と
困
難
か
つ
複
雑
な
闘
争
を

経
て
、
そ
れ
ぞ
れ
統
一
的
な
市
場
を
形
成
し
た
。

華
北
の
い
く
つ
か
の
大
市
鎮
は
従
来
商
業
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
繁
峙

の
よ
う
な
大
商
業
都
市
は
、
清
朝
の
光
緒
年
間
〔
一
八
七
五
年

2
一
九
〇

八
年
〕
に
は
、
す
で
に
河
北
・
山
西
両
省
の
穀
物
と
綿
花
お
よ
び
そ
の
他

の
物
資
の
集
散
地
で
あ
り
、
大
同
・
太
原
・
保
定
・
沫
源
・
易
県
・
行
唐

．
阜
平
・
曲
陽
・
渾
源
・
広
霊
・
霊
邸
・
応
州
・
代
州
等
の
商
人
は
、
皆

こ
こ
へ
や
っ
て
き
て
交
易
を
行
な
っ
た
。
ま
た
洪
子
店
は
、
河
北
省
平
山

立
命
館
法
学

一
九
八
五
年
四
号

五
七

0
(
一
七
四
）

県
の
大
市
鎮
で
、
惇
泥
河
畔
に
あ
り
、
東
は
乎
山
に
、
東
南
は
井
陸
に
、

西
は
孟
県
に
通
じ
、
一
千
以
上
も
の
商
店
を
有
し
て
い
た
。
人
び
と
は
毎

年
こ
こ
を
通
し
て
、
地
元
の
な
つ
め
、
あ
ん
ず
の
た
ね
・
山
椒
・
く
る
み

・
栗
・
梨
・
柿
・
た
ば
こ
の
葉
・
羊
毛
等
の
特
産
品
を
大
量
に
他
地
域
に

売
り
、
か
わ
り
に
食
糧
・
石
油
・
塩
・
綿
花
等
を
手
に
入
れ
た
。
抗
戦
初

期
、
日
本
軍
が
華
北
の
各
地
に
侵
入
し
た
と
き
、
侵
入
先
で
は
ど
こ
で
も

焼
殺
や
掠
奪
を
行
な
い
、
多
く
の
大
市
鎮
の
商
店
が
打
ち
こ
わ
さ
れ
、
あ
る

も
の
は
閉
店
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
行
商
は
と
だ
え
て
交
易

は
中
断
し
、
農
村
問
の
相
互
調
整
と
特
産
品
の
大
都
市
へ
の
阪
売
は
停
滞

し
た
。
商
業
市
鎮
が
回
復
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
根
拠
地
の
存
立
と
人
び

と
の
生
活
に
直
接
関
わ
る
重
要
問
題
で
あ
る
。
中
国
共
産
党
員
は
ま
さ
に

こ
う
い
っ
た
商
業
の
停
滞
状
況
に
あ
っ
て
、
ま
ず
自
己
の
足
場
の
固
ま
っ

て
い
る
地
域
か
ら
始
め
て
、
着
実
に
一
県
ご
と
、
一
地
区
ご
と
に
市
場
を

回
復
・
樹
立
し
、
物
資
の
流
通
と
人
び
と
の
食
糧
の
調
整
を
計
っ
た
。

一
九
三
八
年
春
、
晋
察
翼
辺
区
で
は
、
「
各
地
の
商
業
は
皆
、
回
復
発

(15) 

展
し
始
め
」
、
晋
翼
魯
豫
辺
区
で
は
、
一
九
四

0
年
に
「
商
業
は
い
く
ら

(16) 

か
発
展
し
、
新
し
い
集
市
が
増
え
、
小
商
人
は
発
展
し
て
」
、
境
域
内
の

行
商
は
機
能
す
る
よ
う
に
な
り
、
運
送
業
は
極
め
て
活
発
に
な
り
、
山
岳

地
域
と
平
野
地
域
の
物
資
交
流
も
可
能
と
な
っ
た
。

こ
の
時
期
、
古
く
か
ら
あ
る
市
場
は
回
復
し
、
引
き
続
い
て
そ
の
役
割



華
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を
果
し
た
が
、
新
し
く
増
加
し
た
集
市
〔
定
期
市
〕
も
ま
た
少
な
く
な
か

っ
た
。
あ
る
集
市
は
戦
前
よ
り
も
栄
え
、
ま
た
あ
る
集
市
は
そ
の
領
域
を

拡
げ
て
地
方
性
の
も
の
か
ら
区
域
性
の
も
の
へ
と
発
展
し
、
相
互
に
有
無

相
通
ず
る
商
業
網
を
形
成
し
た
。
例
え
ば
、
晋
察
翼
辺
区
の
西
大
洋
・
灌

城
・
白
堡
・
玉
停
ロ
・
塔
止
・
慈
裕
・
同
ロ
・
鄭
州
、
晋
翼
魯
豫
辺
区
の

陽
邑
・
任
村
・
西
営
・
洪
水
・
桐
裕
・
索
堡
な
ど
は
み
な
有
名
な
集
市
で

あ
る
が
、
そ
こ
に
は
豊
富
な
工
業
産
品
と
農
産
品
、
す
な
わ
ち
穀
物
・
布

・
家
畜
・
農
具
お
よ
び
そ
の
他
の
日
用
品
等
が
集
ま
り
、
農
民
は
生
産
余

剰
品
と
特
産
品
を
生
活
必
需
品
と
交
換
し
た
。
そ
の
数
は
三
、
四
千
人
か

ら
数
万
人
に
の
ぼ
り
、
各
種
の
土
産
•
特
産
品
は
か
つ
て
の
と
お
り
、
地

域
の
内
外
へ
と
流
通
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

商
品
流
通
は
、
そ
れ
自
身
の
法
則
と
秩
序
を
持
ち
、
歴
史
的
に
形
成
さ

れ
た
客
観
的
な
存
在
で
あ
る
。
例
え
ば
、
河
北
省
西
部
の
綿
布
は
昔
か
ら

雁
北
に
流
れ
、
雁
北
の
穀
物
は
河
北
省
西
部
に
流
れ
て
い
た
。
山
西
省
東

南
部
の
路
安
•
長
治
・
長
子
・
屯
留
・
黎
城
・
襄
垣
・
武
郷
・
遼
県
の
粟

・
高
梁
は
昔
か
ら
河
北
省
南
部
に
運
ば
れ
、
ま
た
河
北
省
南
部
の
綿
布
・

岩
塩
は
山
西
省
東
南
部
に
運
ば
れ
た
。
戦
争
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
秩
序
が

破
ら
れ
、
直
接
人
民
の
生
活
に
影
響
を
与
え
た
。
こ
れ
ら
の
販
路
の
流
通

を
円
滑
に
す
る
た
め
に
、
根
拠
地
は
非
常
な
努
力
を
払
っ
て
、
治
安
の
強

化
、
交
通
の
整
備
な
ど
を
行
な
い
、
商
店
を
た
て
て
、
交
易
路
を
ひ
ら
く

五
七

こ
と
に
よ
っ
て
商
業
網
を
打
ち
た
て
、
物
資
を
組
織
的
に
調
整
し
た
。
こ

う
し
て
商
業
は
次
第
に
繁
栄
へ
と
向
い
、
需
給
間
の
矛
盾
を
解
決
し
た
の

で
あ
る
。
こ
の
間
、

一
部
の
不
法
商
人
が
、
統
制
の
ゆ
る
み
に
乗
じ
て
、
大
産
に

殻
物
を
移
出
し
、
オ
ー
デ
コ
ロ
ン
・
玩
具
・
紙
巻
き
た
ば
こ
な
ど
の
様
な

奢
俊
品
を
移
入
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
根
拠
地
は
、
穀
物
の
出

境
禁
止
令
（
禁
止
根
食
出
境
令
）
、
対
外
交
易
入
境
税
臨
時
規
定
（
外
貿

入
境
税
暫
行
弁
法
）
な
ど
を
公
布
し
て
、
消
耗
品
の
入
境
を
制
限
し
た
。

晋
察
翼
辺
区
は
、
一
九
四

0
年
、
さ
ら
に
外
国
た
ば
こ
・
外
国
酒
の
入
境

を
禁
止
し
た
。
こ
れ
ら
の
措
置
は
、
根
拠
地
市
場
を
保
護
し
、
敵
愧
儡
政

権
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
商
品
と
経
済
的
掠
奪
に
対
し
て
厳
し
い
打
撃
を
与
え
た
。

以
上
の
成
果
は
、
貿
易
局
の
も
と
に
公
営
商
店
お
よ
び
合
作
社
を
組
織

す
る
こ
と
に
よ
り
獲
得
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
商
業
機
構
は
、
商

業
経
営
上
主
導
的
な
役
割
り
を
果
た
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
辺
区
内
外
の

商
業
ル
ー
ト
を
開
く
と
い
う
面
で
も
、
積
極
的
な
役
割
り
を
担
っ
て
い
た
。

し
か
し
ま
た
、
こ
の
商
業
機
構
は
、
別
の
問
題
を
引
起
こ
し
た
。
す
な
わ

ち
そ
れ
は
、
管
理
に
よ
る
極
端
な
締
め
つ
け
で
あ
り
、
遂
に
は
「
合
作
社

は
商
業
を
独
占
し
て
小
商
人
を
排
斥
し
、
税
局
は
境
界
を
越
す
度
に
税
を

好
き
な
だ
け
と
り
、
好
き
な
だ
け
取
り
締
ま
る
」
と
い
っ
た
現
象
も
あ
ら

わ
れ
、
商
人
は
身
動
き
が
と
れ
な
く
な
り
、
市
場
の
商
品
流
通
に
影
響
が

（
一
七
五
）
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出
た
。
一
九
四

0
年
頃
か
ら
一
九
四
一
年
初
に
か
け
て
、
こ
の
行
き
過
ぎ

が
是
正
さ
れ
、
商
人
の
団
結
に
注
意
が
払
わ
れ
、
商
業
連
合
会
を
組
織
し
、

商
品
流
通
に
お
け
る
彼
ら
の
積
極
的
な
役
割
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

華
北
抗
日
根
拠
地
は
市
場
を
回
復
・
樹
立
し
、
物
資
を
流
通
さ
せ
る
過

程
で
、
内
部
の
矛
盾
を
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、

敵
の
封
鎖
、
掠
奪
に
対
し
て
断
固
と
し
て
戦
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
当

時
、
敵
は
、
涌
陥
区
〔
日
本
軍
占
領
区
〕
の
す
べ
て
の
資
源
を
獲
得
す
る

た
め
に
、
統
制
を
綿
花
の
移
出
か
ら
全
物
資
に
ま
で
拡
げ
た
。
綿
花
を
掠

奪
す
る
た
め
に
、
敵
の
洋
行
〔
外
国
商
社
〕
は
平
漢
線
沿
線
の
多
く
の
県

城
へ
と
侵
入
し
た
。
例
え
ば
一
九
四

0
年
の
冬
、
東
綿
洋
行
が
武
安
に
や

っ
て
き
て
、
綿
花
問
屋
に
買
い
付
け
の
代
行
を
委
託
し
、
続
い
て
日
興
・

三
菱
・
江
商
・
太
康
の
四
つ
の
洋
行
も
次
々
に
や
っ
て
き
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
代
理
店
に
買
い
付
け
の
託
托
を
行
な
っ
た
。
東
綿
洋
行
の
委
託
先
は
十

二
店
あ
り
、
日
興
洋
行
は
、
い
く
つ
か
の
大
商
店
を
代
理
店
に
し
よ
う
と

し
た
。
一
九
四
一
年
、
敵
の
発
動
し
た
「
第
三
次
治
安
強
化
運
動
」
は
、

主
に
根
拠
地
に
対
し
て
「
経
済
封
鎖
」
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
当
時
、
敵
は
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
ト
ー
チ
カ
を
つ
く
り
、

封
鎖
溝
・
封
鎖
線
を
敷
い
て
、
敵
占
領
区
の
重
要
商
品
が
根
拠
地
に
流
入

す
る
の
を
妨
げ
、
遊
撃
区
の
物
品
が
強
固
地
区
へ
と
流
入
す
る
の
を
妨
げ
、

一
九
八
五
年
四
号

ま
た
根
拠
地
で
の
非
必
需
品
が
敵
の
占
領
区
に
入
る
の
を
妨
げ
る
一
方
、

根
拠
地
の
穀
物
に
つ
い
て
は
手
段
を
尽
し
て
収
奪
し
よ
う
と
考
え
た
。
こ

れ
に
続
い
て
行
な
わ
れ
た
の
が
、
一
九
四
二
年
、
河
北
大
平
原
を
対
象
と

し
た
大
掃
討
作
戦
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
河
北
省
西
部
に
は
完
全
な
県
は

わ
ず
か
に
一
県
を
残
す
の
み
と
な
り
、
晋
翼
魯
豫
辺
区
に
は
七
県
、
太
行

区
に
は
四
県
、
魯
豫
辺
区
に
は
三
県
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
。
多
く
の
市

場
・
集
市
は
占
領
さ
れ
る
か
、
破
壊
さ
れ
た
。
例
え
ば
有
名
な
霊
寿
県
西

関
市
場
・
西
大
洋
・
瀧
城
・
五
亭
口
な
ど
は
皆
破
壊
さ
れ
、
白
堡
は
封
鎖

さ
れ
、
郭
巷
．
洪
子
店
は
威
嚇
を
受
け
て
大
量
の
財
貨
が
敵
に
掠
奪
さ
れ

た
。
こ
の
ほ
か
、
敵
は
そ
の
拠
点
内
部
に
多
く
の
集
市
を
建
て
、
人
び
と

を
強
制
的
に
市
に
集
ま
ら
せ
、
そ
こ
か
ら
物
資
を
収
奪
し
た
。
そ
の
結
果
、

根
拠
地
の
経
済
的
基
盤
は
に
わ
か
に
縮
少
し
、
往
来
と
交
易
が
断
絶
し
、

一
時
は
多
く
の
集
市
で
、
店
が
あ
る
の
に
市
が
な
い
と
い
う
状
況
が
発
生

し
た
。し
か
し
な
が
ら
、
絶
対
的
な
封
鎖
は
あ
り
得
ず
、
封
鎖
と
反
封
鎖
は
相

対
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
敵
側
は
戦
い
を
も
っ
て
戦
い
を
養
う
〔
現
地

調
達
に
よ
り
戦
争
を
遂
行
す
る
〕
と
は
い
え
、
や
は
り
根
拠
地
の
資
源
を

仰
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
一
方
、
根
拠
地
も
余
剰
物
資
を
有
し
て
お

り
、
移
出
し
て
工
業
製
品
に
換
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
緊
迫
し
た

段
階
が
ひ
と
た
び
過
ぎ
る
と
、
根
拠
地
と
敵
占
領
区
の
商
人
の
あ
い
だ
の

五
七
二
（
一
七
六
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一
九
四
一
二
年
、
根
拠
地
の
市
場
は
充
実
し
た
時
期
に
入
っ
た
。
自
給
を

往
来
は
す
ぐ
に
復
活
し
た
。
根
拠
地
が
制
定
し
た
対
外
統
制
政
策
と
対
内

自
由
貿
政
策
は
、
そ
の
真
価
を
発
揮
し
た
。
当
時
、
根
拠
地
は
、
移
出
お

よ
び
移
入
物
資
に
つ
い
て
、
種
類
別
に
、
「
奨
励
・
許
可
・
制
限
・
禁

止
」
と
い
う
政
策
を
実
行
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
す
で
に
敵
の
封
鎖
と
掠

奪
に
強
力
な
打
撃
を
与
え
、
ま
た
移
出
入
交
易
も
有
利
な
方
向
へ
発
展
し

て
、
軍
需
・
民
用
と
も
に
満
足
さ
せ
、
辺
区
経
済
を
繁
栄
さ
せ
た
。
こ
う

し
て
、
一
九
四
二
年
以
降
、
根
拠
地
の
市
場
は
再
び
活
発
化
し
、
多
く
の

新
市
場
も
出
現
し
た
。
例
え
ば
横
間
市
場
は
行
唐
・
阜
平
・
唐
陽
・
完
県

．
渾
源
・
霊
邸
・
繁
峙
・
代
県
間
の
物
資
の
交
易
所
と
な
っ
た
。
五
台
の

李
家
荘
集
市
に
は
、
繁
峙
・
代
県
と
河
北
省
龍
泉
関
一
帯
の
人
び
と
が
綿

布
・
麻
皮
等
の
土
産
•
特
産
品
を
持
っ
て
集
ま
り
、
家
畜
の
交
易
額
は
五

2
六
百
頭
に
の
ぼ
っ
た
。
陽
邑
は
解
放
区
の
＂
小
上
海
“
と
さ
え
言
わ
れ

た
。
敵
後
方
に
は
三
種
類
の
市
場
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
我
々
が
掌
握
し
て

い
る
も
の
、
敵
と
争
奪
中
の
も
の
、
敵
が
統
制
し
て
い
る
も
の
、
で
あ
る
。

一
九
四
三
年
、
晋
察
翼
辺
区
の
四
つ
の
専
区
に
は
全
部
で
一
―
―
十
六
の
市
場

が
あ
り
、
辺
区
の
支
配
す
る
も
の
は
そ
の
う
ち
十
五
（
望
定
―
―
-
、
雲
彪
―
-
‘

定
唐
一
、
曲
陽
九
）
で
あ
っ
た
。
軍
事
的
闘
争
の
勝
利
に
伴
い
、
根
拠
地

の
市
場
と
そ
の
統
制
下
に
あ
る
遊
撃
区
の
市
場
は
益
々
拡
大
し
、
強
固
な

も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。

目
標
と
し
た
農
工
商
業
の
設
立
に
よ
っ
て
、
紡
織
・
紙
製
品
・
靴
下
・
タ

ォ
ル
・
石
鹸
・
筆
と
墨
な
ど
の
日
用
品
は
自
給
が
可
能
に
な
り
、
軍
事
・

印
刷
の
た
め
の
多
く
の
原
材
料
が
土
地
の
産
物
に
よ
っ
て
代
替
す
る
こ
と

も
可
能
に
な
り
、
市
場
で
の
物
資
の
交
流
も
活
発
と
な
り
、
対
外
交
易
に

お
い
て
も
主
動
的
で
有
利
な
立
場
に
立
っ
た
。

敵
と
の
交
易
上
の
闘
争
は
、
穀
物
に
お
い
て
最
も
激
し
く
見
ら
れ
た
。

穀
物
は
戦
略
物
資
で
あ
り
、
穀
物
の
獲
得
は
直
接
勝
利
に
つ
な
が
る
も
の

で
あ
る
。
根
拠
地
で
は
、
穀
物
は
半
ば
貨
幣
的
性
格
を
持
っ
た
商
品
で
あ

り
、
そ
の
価
格
の
変
動
は
、
往
々
に
し
て
そ
の
他
の
商
品
の
価
格
変
動
の

主
要
な
要
因
と
な
っ
た
。
根
拠
地
は
、
一
九
四
二
年
、
穀
物
の
専
売
を
実

施
し
、
移
出
を
厳
し
く
禁
止
し
、
各
中
心
集
市
に
調
整
所
を
設
立
し
た
。

穀
物
交
易
に
は
、
調
整
・
買
入
れ
と
運
搬
・
移
出
と
い
う
三
つ
の
性
質
が

あ
る
が
、
移
出
は
厳
し
い
統
制
下
に
お
か
れ
て
い
た
。
晋
察
痰
辺
区
と
晋

翼
魯
豫
辺
区
は
、
い
づ
れ
も
穀
物
を
移
出
し
て
い
た
事
が
あ
り
、
ま
た
辺

区
の
西
側
に
接
す
る
敵
占
領
区
で
買
い
入
れ
、
根
拠
地
を
通
っ
て
東
側
の

敵
占
領
区
に
行
っ
て
売
り
、
そ
の
運
び
賃
と
し
て
の
収
入
を
得
た
こ
と
が

あ
る
。
太
行
区
の
平
漢
路
沿
線
に
お
い
て
殻
物
を
移
出
し
て
い
た
と
こ
ろ

は
、
玉
皇
庄
・
宋
家
庄
・
黄
北
平
・
禅
房
・
陽
邑
．
冶
頭
・
磁
県
・
任
村

・
黄
家
披
な
ど
で
あ
っ
た
。
一
九
四
四
年
、
根
拠
地
の
農
業
は
豊
作
で
、

収
獲
の
多
い
辺
沿
地
区
で
は
ほ
と
ん
ど
余
剰
の
穀
物
を
売
っ
て
い
た
。

五
七
―
―
-
（
一
七
七
）
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根
拠
地
で
採
れ
ど
も
尽
き
ぬ
最
大
の
物
産
と
し
て
、
あ
ん
ず
・
山
椒
．

く
る
み
・
栗
・
薬
草
・
木
材
・
羊
毛
等
の
山
岳
地
区
の
特
産
品
が
あ
げ
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
の
産
物
が
時
を
移
さ
ず
運
び
出
せ
る
か
ど
う
か
は
、
山
岳

地
区
の
農
民
の
生
計
と
大
き
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
。
合
作
社
、
私
営
商

人
お
よ
び
敵
地
区
の
商
人
は
、
毎
年
決
ま
っ
た
時
期
に
な
る
と
、
み
な
如

何
に
し
て
こ
れ
を
敵
地
区
に
運
搬
・
販
売
す
る
か
、
と
い
う
事
に
関
心
を

よ
せ
て
い
た
。

全
体
と
し
て
、
抗
日
戦
争
の
八
年
間
、
商
業
・
交
易
は
成
功
し
、
市
場

は
益
々
繁
栄
し
、
敵
の
封
鎮
の
結
果
、
根
拠
地
は
―
つ
の
民
族
統
一
市
場

を
形
成
し
、
民
族
の
自
立
経
済
の
発
展
に
有
利
な
条
件
を
つ
く
り
だ
し
た
、

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
抗
日
貨
幣
を
強
化
し
、
物
価
を
安
定
さ
せ
る
こ
と

経
済
を
活
発
化
さ
せ
、
経
済
建
設
を
行
な
い
、
敵
の
掠
奪
に
打
撃
を
与

え
る
た
め
に
、
各
根
拠
地
は
相
継
い
で
銀
行
を
設
立
し
、
抗
日
貨
幣
を
発

行
し
た
。
敵
お
よ
び
愧
儡
政
権
の
分
断
に
よ
っ
て
、
各
根
拠
地
は
、
経
済

上
相
互
に
連
携
を
保
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
各
地
区
は

そ
れ
ぞ
れ
の
抗
日
貨
幣
を
そ
の
地
区
の
本
位
貨
幣
と
し
て
い
た
。
晋
察
翼

辺
区
発
行
の
紙
幣
は
「
辺
幣
」
と
呼
ば
れ
、
晋
翼
魯
豫
辺
区
で
は
「
翼
紗
」
、

魯
西
〔
山
東
省
西
部
〕
で
は
「
魯
西
票
」
、
山
東
区
で
は
「
北
海
票
」
、
晋

綬
辺
区
で
は
「
晋
西
北
農
民
銀
行
票
」
と
呼
ば
れ
た
。

一
九
八
五
年
四
号

抗
日
貨
幣
が
市
場
に
出
ま
わ
る
と
、
独
自
の
金
融
領
域
を
形
成
す
る
。

根
拠
地
が
貨
幣
を
発
行
す
る
以
前
は
、
華
北
地
区
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
貨
幣

が
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
雑
多
な
地
方
的
貨
幣
で
、
多
い
と
こ
ろ
で
は

百
種
類
あ
ま
り
が
流
通
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
晋
察
翼
辺
区
に
つ

い
て
言
え
ば
、
河
北
省
で
流
通
し
て
い
た
の
は
、
平
津
〔
北
平
1
1
北
京
と

天
津
〕
の
各
銀
行
の
紙
幣
（
花
旗
・
麦
加
利
・
大
中
・
保
商
・
河
北

等
の
銀
行
紙
幣
）
と
大
都
市
の
商
人
が
発
行
し
た
「
大
票
」
〔
額
面
金
額
の

大
き
い
貨
幣
や
債
券
〕
な
ど
で
あ
っ
た
。
山
西
省
で
は
、
四
種
類
の
山
西

銀
行
券
（
山
西
・
鉄
道
・
塩
業
・
墾
業
）
・
山
西
土
貨
券
・
五
台
県
銀
行

券
・
五
台
県
徴
用
公
債
券
お
よ
び
硬
貨
等
が
あ
っ
た
。
チ
ャ
ハ
ル
省
に
は
、

察
南
銀
行
紙
幣
が
あ
っ
た
。
一
九
三
八
年
三
月
、
敵
愧
儡
政
権
は
「
聯
銀

券
」
を
発
行
し
て
強
制
的
に
通
用
さ
せ
、
人
民
は
大
き
な
被
害
を
被
っ
た
。

辺
区
で
抗
日
貨
幣
が
発
行
さ
れ
て
後
、
ま
ず
雑
多
な
地
方
的
貨
幣
を
、
あ

る
も
の
は
両
替
に
よ
っ
て
回
収
し
、
ま
た
あ
る
も
の
は
流
通
を
禁
止
し
て

一
掃
し
、
行
政
力
と
経
済
手
段
を
も
っ
て
愧
儡
貨
幣
の
流
通
区
域
を
敵
占

領
都
市
と
鉄
道
沿
線
に
圧
縮
し
て
、
抗
日
貨
幣
の
流
通
地
区
を
徐
々
に
拡

大
し
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
愧
儡
貨
幣
流
通
市
場
は
混
合
市
場
に
変
わ

り
、
混
合
市
場
は
抗
日
貨
幣
市
場
に
変
わ
り
、
最
後
に
は
抗
日
貨
幣
の
独

占
的
局
面
を
つ
く
り
あ
げ
た
。
当
初
、
法
幣
〔
南
京
国
民
政
府
の
貨
幣
〕

に
対
し
て
は
保
護
政
策
を
敷
い
て
い
た
が
、
後
に
、
貨
幣
統
一
の
た
め
に
、

五
七
四
（
一
七
八
）
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徐
々
に
排
除
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
晋
察
翼
辺
区
は
、
一
九
四
〇

年
夏
に
辺
幣
に
よ
る
貨
幣
の
一
元
化
を
実
現
し
た
。
晋
痰
魯
豫
辺
区
も
、

一
九
四
一
年
、
法
幣
の
排
除
政
策
を
と
り
、
山
岳
地
区
で
は
そ
の
年
の
後

半
に
法
幣
を
一
掃
し
た
。
一
九
四
―
―
一
年
に
な
り
、
平
原
地
区
も
排
除
を
行

な
い
、
抗
日
貨
幣
は
遂
に
根
拠
地
の
人
び
と
が
好
ん
で
用
い
る
唯
一
の
貨

幣
と
な
っ
た
。
国
民
党
は
、
一
九
三
五
年
か
ら
貨
幣
の
統
一
を
呼
び
か
け

て
い
た
が
、
遂
に
完
全
な
実
現
を
見
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
抗
日
民
族
戦

争
中
、
華
北
の
抗
日
根
拠
地
は
、
共
産
党
の
指
導
の
も
と
、
長
期
的
に
遊

撃
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
翼
東
〔
河
北
省
東
部
〕
で
愧
儡
貨
幣
が
使
わ
れ

て
い
た
他
は
、
僅
か
二
、
三
年
の
う
ち
に
相
継
い
で
貨
幣
の
一
元
化
を
な

し
と
げ
た
の
で
あ
る
。

抗
日
貨
幣
の
発
行
と
貨
幣
の
統
一
は
、
生
産
を
剌
激
・
保
護
し
、
金
融

を
安
定
さ
せ
、
根
拠
地
の
独
立
自
主
の
経
済
秩
序
を
保
つ
の
に
役
立
ち
、

財
政
・
軍
需
面
で
の
供
給
を
解
決
し
た
。

金
融
の
安
定
は
物
価
の
安
定
に
現
わ
れ
て
お
り
、
物
価
の
相
対
的
安
定

は
、
生
産
の
発
展
・
市
場
の
繁
栄
・
人
民
の
生
活
安
定
の
保
障
に
極
め
て

大
き
な
役
割
を
果
し
た
。
戦
争
時
、
戦
争
の
巨
大
な
消
費
、
物
資
供
給
の

困
難
、
運
送
費
用
の
倍
増
に
よ
っ
て
、
財
政
予
算
は
膨
大
な
も
の
と
な
り
、

通
貨
発
行
は
そ
れ
と
と
も
に
増
加
し
、
物
価
が
上
昇
す
る
こ
と
は
、
ほ
と

ん
ど
必
然
的
な
趨
勢
と
な
っ
た
。
抗
日
戦
争
中
、
根
拠
地
の
物
価
も
上
昇

表ー2 阜乎地区の物価及

び購買力指数

一人あたり
年 物価指数平指均数購買力

1938年 100 100 

1939年 272 88.22 

1940年 1092 43.50 

1941年 899 86.40 

1942年 1469 I 103.so 

出所： 『晋察粟辺区銀行総行楢案』

長期4号巻人民銀行金融研

究所所蔵

し
た
が
、
国
民
党
統
治
地
区
お
よ
び
淮
陥
区
と
比
較
す
る
と
、
相
対
的
に

安
定
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
一
九
三
八
年
か
ら
一
九
四
二
年
に
至
る

晋
察
痰
辺
区
阜
平
地
区
の
物
価
指
数
の
変
化
に
よ
り
、
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
抗
日
戦
争
中
期
に
阜
平
地
区
の
物
価
は
初
期
の
一
四

倍
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
国
民
党
統
治
地
区
の
重
炭
で
の
一
九
四
一
年
十

(17) 

一
月
の
物
価
指
数
は
戦
争
前
の
二
六
倍
で
あ
り
、
滴
陥
区
で
は
さ
ら
に
高

か
っ
た
。
敵
は
物
資
の
掠
奪
の
た
め
に
、
大
盈
に
愧
儡
貨
幣
を
発
行
し
、

「
華
北
地
区
に
だ
け
限
っ
て
も
、
一
九
四
二
年
末
ま
で
に
一
―

10億
か
ら
四

0
億
元
の
貨
幣
が
発
行
さ
れ
た
。
そ
の
統
制
下
の
人
口
が
多
く
と
も
一
億

に
満
た
な
い
の
だ
か
ら
、
一
人
平
均
―
―
-
、
四

0
元
前
後
の
貨
幣
が
発
行
さ

五
七
五
（
一
七
九
）
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れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
。

立
命
館
法
学

額
の
愧
儡
貨
幣
で
穀
物
を
買
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
際
一
元
で
数
百
グ
ラ

ム
の
穀
物
す
ら
買
え
ず
、
相
場
が
あ
る
の
に
売
買
が
成
立
し
な
い
と
い
う

恐
慌
現
象
が
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
敵
愧
儡
政
権
は
ま
た
、
五
百
元
や

一
千
元
の
高
額
紙
幣
を
発
行
し
、
そ
の
乱
発
は
ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な
り
、

金
貨
は
一
万
元
余
り
か
ら
八
万
元
余
り
へ
と
上
昇
し
、
種
つ
き
綿
花
は
一

斤
当
り
八
百
元
か
ら
三
千
元
へ
と
上
昇
し
、
愧
儡
貨
幣
の
「
翼
紗
」
に
対

す
る
換
算
率
は
二
元
か
ら
五
角
2
三
角
へ
と
暴
落
し
、
悪
性
イ
ン
フ
レ
に

陥
っ
た
。
当
時
、
流
陥
区
の
人
び
と
は
こ
れ
を
諷
剌
し
て
、
「
孔
子
が
天

壇
に
お
参
り
す
れ
ば
五
百
元
が
一
元
に
な
る
」
、
（
愧
儡
政
権
の
聯
銀
券
に

は
孔
子
と
天
壇
の
絵
が
印
刷
さ
れ
て
い
た
）
と
い
っ
た
が
、
こ
れ
は
敵
愧

儡
政
権
の
貨
幣
暴
落
の
象
徴
で
あ
る
。

根
拠
地
の
物
価
は
、
戦
局
の
影
響
を
受
け
、
一
九
四
二
年
か
ら
一
九
四

三
年
に
大
き
な
波
が
あ
っ
た
。
一
九
四
二
年
七
月
、
晋
察
翼
辺
区
の
行
政

委
員
会
は
、
「
北
岳
区
の
交
易
工
作
お
よ
び
組
織
に
つ
い
て
の
決
定
」
に

お
い
て
、
「
昨
年
秋
の
反
掃
討
作
戦
以
来
、
物
価
の
高
騰
は
停
止
せ
ず
、

五
専
区
で
の
今
年
一
月
か
ら
七
月
ま
で
の
統
計
に
よ
る
と
、
洪
子
店
・
慈

硲
・
ロ
頭
の
三
市
場
の
平
均
価
格
は
、
米
が
一
斗
当
り
八
元
七
角
か
ら
二

九
元
に
、
綿
布
は
一
匹
当
り
九
元
か
ら
二

0
六
元
に
、
塩
は
一
斤
当
り
四

元
か
ら
一

0
元
六
角
に
、
ま
た
綿
花
は
一
斤
当
り
一
元
六
角
か
ら
四
元
に

一
時
は
物
価
高
騰
の
た
め
、
人
び
と
は
高

一
九
四
三
年
一
月
か
ら
年
末
に
か
け
て
、

下
関
市
場
〔
下
級
の
辺
区
と
外
部
と
の
交
易
市
場
〕
で
の
交
易
は
、
粟
が

―
市
斗
当
り
四

0
元
か
ら
一
三
七
元
に
、
食
塩
が
一
市
斤
当
り
二
元
三
角

か
ら
七
元
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
上
昇
し
た
。
こ
の
様
に
物
価
上
昇
傾
向
が
現
わ

れ
る
の
は
、
当
時
頻
繁
に
激
し
い
戦
い
が
起
き
た
こ
と
、
根
拠
地
の
縮
少
、

物
資
の
欠
乏
、
敵
が
封
鎖
溝
外
の
占
領
地
域
の
抗
日
貨
幣
を
根
拠
地
に
お

し
返
し
た
こ
と
、
抗
日
貨
幣
の
流
通
市
場
が
縮
小
し
た
こ
と
、
敵
と
根
拠

地
周
辺
地
域
と
の
交
流
が
不
可
能
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

同
時
に
敵
占
領
地
区
に
お
け
る
物
価
高
騰
、
根
拠
地
の
物
資
の
外
部
へ
の

流
出
、
愧
儡
政
権
の
貨
幣
の
辺
区
へ
の
侵
入
な
ど
も
ま
た
根
拠
地
の
物
価

に
影
響
を
与
え
た
。
一
九
四
四
年
以
降
、
大
生
産
運
動
が
展
開
さ
れ
、
戦

争
の
局
面
が
好
転
し
、
辺
区
が
拡
大
し
て
辺
区
経
済
圏
が
伸
張
し
、
物
資

の
流
通
が
滞
ら
な
く
な
り
、
情
勢
は
よ
う
や
く
変
わ
り
始
め
、
物
価
も
ま

た
安
定
し
は
じ
め
た
。
「
太
行
区
で
は
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
豊
作
で
、

物
価
も
下
降
し
」
、
「
粟
は
、
春
節
の
頃
一
斤
当
り
一
―

10元
あ
ま
り
だ
っ
た

の
が
、
秋
に
は
一

0
元
に
な
り
、
四
五
年
四
月
に
は
、
四

2
五
元
に
ま
で

(19) 

値
下
り
し
た
。
綿
花
・
綿
布
の
値
段
も
、
相
対
的
に
下
降
し
た
」
。
物
価

の
急
激
な
下
降
は
、
当
然
農
民
に
は
不
利
な
条
件
を
も
た
ら
し
た
が
、
ま

た
同
時
に
物
資
が
確
実
に
豊
か
に
な
っ
た
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
人
民

の
生
活
は
大
き
く
改
菩
さ
れ
た
。
「
四
五
年
春
、
太
行
区
の
賛
皇
な
ど
一

上
が
っ
た
」
、
と
述
べ
て
い
る
。

五
七
六
（
一
八
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二
の
県
・
一
三
の
村
で
行
な
っ
た
国
民
経
済
調
査
に
よ
れ
ば
、
四
四
年
の

国
民
総
所
得
は
、
一
人
当
り
平
均
粟
六
石
二
斗
八
合
（
副
業
そ
の
他
の
収

入
は
一
八
％
を
占
め
る
）
、
平
均
生
活
費
は
、
一
年
当
り
四
石
五
斗
一
升
、

再
生
産
費
は
五
斗
七
合
で
、
こ
の
年
一
人
当
り
四
斗
二
升
四
合
負
担
し
た

が
、
こ
の
負
担
は
全
収
入
の
六
•
五
％
で
あ
り
、
こ
の
負
担
を
除
い
て
も

(20) 

な
お
、
一
人
当
り
六
斗
二
升
三
合
残
っ
た
」
。
残
酷
な
戦
争
の
時
代
に
人

民
の
生
活
が
繁
栄
と
発
展
に
向
か
っ
て
進
ん
で
ゆ
く
と
い
う
こ
と
は
、
歴

史
上
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。

物
価
を
安
定
さ
せ
る
最
も
根
本
的
な
方
法
は
生
産
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

で
あ
り
、
社
会
の
物
資
と
財
貨
を
増
や
す
こ
と
で
あ
る
。
抗
日
戦
争
後
期
、

人
民
の
衣
食
が
足
り
、
金
融
が
安
定
し
、
抗
日
貨
幣
が
一
層
広
範
囲
に
わ

た
っ
て
流
通
し
た
こ
と
は
、
そ
の
明
ら
か
な
証
拠
で
あ
る
。
日
本
軍
国
主

義
の
没
落
を
迎
え
る
と
、
敵
愧
儡
政
権
の
貨
幣
政
策
も
崩
壊
に
向
か
っ
た
。

抗
日
貨
幣
は
勝
利
者
と
し
て
以
前
よ
り
一
層
活
発
に
な
っ
て
い
っ
た
。

抗
日
戦
争
中
、
敵
後
方
根
拠
地
は
、
長
期
に
わ
た
る
敵
の
封
鎖
と
包
囲

お
よ
び
戦
争
と
い
う
環
境
の
な
か
で
、
ま
さ
に
中
国
共
産
党
の
諸
政
策
を

実
施
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
富
国
裕
民
の
道
を
歩
む
こ
と
が
で

き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
歴
史
的
経
験
は
、
大
い
に
説
得
力
を
持
つ
も
の
で

あ
り
、
中
国
人
民
に
と
っ
て
、
決
し
て
枯
端
す
る
こ
と
の
な
い
精
神
的
な

財
産
で
あ
り
、
平
和
時
に
お
け
る
建
設
事
業
に
お
い
て
も
、
貴
重
な
思
想

五
七
七

（
一
八
一
）

と
ェ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
泉
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
本
論
文
は
、
一
九
八
四
年
八
月
、
筆
者
が
南
開
大
学
の
主
催
し
た
中

国
抗
日
根
拠
地
の
歴
史
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
報
告
し

た
も
の
で
あ
り
、
掲
載
に
あ
た
っ
て
加
筆
修
正
し
た
。
）

〔
注
〕
※
原
注
は
（
）
で
あ
ら
わ
し
、
訳
注
は
〔
〕
で
あ
ら
わ
し
た
。
尚
、

本
文
中
の
（
…
…
）
は
原
文
に
よ
る
補
注
で
あ
り
‘
[
…
…
〕
は
訳
者
が
付

け
た
も
の
で
あ
る
。

〔l
〕
「
晋
察
粟
辺
区
」
と
も
い
う
。
晋
は
山
西
省
、
察
は
察
吟
函
省
、
突
は
河

北
省
の
そ
れ
ぞ
れ
別
称
で
、
同
蒲
線
以
東
、
津
浦
線
以
西
、
正
太
（
現
・
石
太
）

•
徳
石
線
以
北
、
張
家
口
、
承
徳
以
南
の
地
域
を
さ
す
。
北
岳
・
糞
中
、
粟
熱

遼
の
三
区
に
わ
か
れ
る
。
〔
『
辞
海
』
歴
史
分
冊
、
（
中
国
現
代
史
）
―
―
―
―
頁
〕
。

〔
2
〕
「
晋
粟
魯
豫
辺
区
」
と
も
い
う
。
魯
は
山
東
省
、
豫
は
河
南
省
の
別
称
で
、

同
蒲
線
以
東
、
津
浦
線
以
西
、
隙
海
線
以
北
、
正
太
（
現
・
石
太
）
•
徳
石
線

以
南
の
地
域
を
さ
す
。
太
行
・
太
岳
・
糞
魯
豫
．
痰
南
の
四
つ
の
地
区
よ
り
な

る
。
〔
同
前
害
一
＿
三
頁
〕
。

〔3
〕
「
晋
綬
辺
区
」
と
も
い
う
。
綬
は
綬
遠
省
の
別
称
で
、
山
西
省
西
北
部
と
綬

遠
（
現
在
は
内
蒙
古
自
治
区
に
含
ま
れ
る
）
東
南
部
に
わ
た
る
地
域
。
東
は
平

綬
（
現
・
京
包
鉄
道
）
・
同
蒲
鉄
道
か
ら
西
は
黄
河
、
南
は
扮
（
陽
）
離
（
石
）

バ
オ
4

ウ

公
路
か
ら
北
は
桜
遠
の
包
頭
・
百
霊
廟
・
武
JIl
・
陶
林
に
到
る
。
〔
同
前
害
三

二
頁
〕
。

〔4
〕
渤
海
・
魯
中
・
魯
南
・
腔
東
・
濱
海
の
五
区
よ
り
な
り
、
河
北
、
江
蘇
省

の
一
部
も
含
む
。
〔
同
前
掛
一
＝
二
頁
〕
。

(

5

)

「
太
行
分
局
高
級
幹
部
会
会
議
に
お
け
る
報
告
」
（
一
九
四
一
ー
一
年
二
月
一

日
）
『
太
行
区
銀
行
工
商
工
作
参
考
資
料
』
第
一
編
、
第
二
集
（
一
九
四
五
年



一
九
八
五
年
四
号

（
一
九
四
一
ー
一
年
二
月
一

立
命
館
法
学

太
行
区
翼
南
銀
行
本
店
工
商
管
理
局
出
版
）
．

(

6

)

「
太
行
分
局
高
級
幹
部
会
会
議
に
お
け
る
報
告
」

日）。

(

7

)

・(
8

)

「
李
一
清
専
門
委
員
の
太
北
財
経
拡
大
会
議
に
お
け
る
報
告
」

（
一
九
四

0
年
七
月
一
日
）
。

(

9

)

『
太
行
区
銀
行
エ
商
工
作
参
考
資
料
』
第
一
編
、
第
二
集
．

(
1
0
)

「
晋
察
翼
辺
区
行
政
委
員
会
工
作
報
告
」
（
一
九
三
八
年
1
一
九
四
二

年）．

(
1
1
)

・(
1
2
)

・(
1
3
)

「
太
行
分
局
高
級
幹
部
会
会
議
に
お
け
る
報
告
f

(
1
4
)

「
北
岳
区
の
婦
女
紡
織
業
」
『
解
放
日
報
』
（
一
九
四
一
ー
一
年
八
月
二
十
四

日）。

(
1
5
)

「
辺
区
行
政
委
員
会
工
作
報
告
」
（
一
九
三
八
年
ー
一
九
四
二
年
）
．

(
1
6
)

『
太
行
区
銀
行
工
商
工
作
参
考
資
料
「
第
一
編
、
第
一
集
、
一

0
頁。

(
1
7
)

姜
慶
湘
『
中
国
戦
時
経
済
教
程
』
一
九
四
三
年
科
学
書
店
、
ニ
―

0
頁。

(
1
8
)

『
太
行
銀
行
工
商
工
作
参
考
資
料
』
第
二
編
、
第
一
集
、
四

0
頁。

(
1
9
)

同
前
書
、
第
一
編
、
第
一
集
、
四
五
ー
四
九
頁
。

(
2
0
)

『
晋
翼
魯
豫
の
財
政
経
済
工
作
』
（
一
九
四
七
年
十
一
月
）
。

（
深
尾
葉
子
・
田
中
仁
訳
）

五
七
八
（
一
八
二
）
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